
農作物病害虫防除シリーズ第2集

見分け方とその対策
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はじめに

本県における野菜生産は昭和62年度で‘作付面積23,800ha、粗生産額612億円にのぼってお

り、米に次ぐ基幹部門として今後の本県農業の振興をはかる上で最も重要な部門に位置づ

けられている。しかしながら、近年は作付品目と栽培様式の多様化、栽培規模の拡大、連

作に伴って各種の病害虫の被害が増大しており、わけでも、ウイルス病は広範囲の栽培地

域にわたって発生を見て、著しい品質の低下と収量の減少をもたらすことから、その対策

は栽培の成否をかけるほどの重要な問題となっている。

農作物などを加害する植物ウイルスの種類は極めて多く、世界では350種類以上が知られ

ている。福島県病害虫防除基準でも21種類の作物に58種のウイルス病の記載があるが、こ

の内では野菜類のウイルス病が大部分を占めている。

ウイルス病は病原体が電子顕微鏡でしか見ることが出来ない微小なものであり、病原体

はアブラムシ、ウンカなどの吸汁性昆虫、土壌懐息菌あるいは農作業などに伴なう接触に

よって伝染するなど多様な方法によって伝染し、－＿§＿伝染すると防除が困難であることか

ら、予防につとめることが最も重要である。このためにはそれぞれのウイルス病の性質や

発生のしかたを理解して、それぞれに適切な予防対策を講じてむくことが肝要となる。

ここでは、福島県下で問題となる主要な野菜類のウイルス病について診断とその性質、

防除対策のポイントについて写真を中心に説明した。内容にはウイルス病の性格上やむを

えず専門的な用語を用いた部分もあるが、出来るだけ平易に記載し、農家と現地指導者の

対策資料となるようにこころがけた。

本書を編集するに当たって各項目を分担して執筆の労をとって頂いた執筆者方々と貴重

な写真を提供された各位には厚く御礼申しあげる。また、多忙な中を詳細にわたって校閲

の労をとって頂いた日本植物防疫協会木曾陪博士に深謝申しあげる。

この小冊子が、本県の野菜栽培に当たってのウイルス病対策の上で一助になれば幸いで

ある。
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ウイノレスおま何か

( 1) 病気の原因

作物に発生する病気はその原i士l一病原ーにより大

きく 2つに分けられる。 1つは土壌や気象など物理

的あるいは化学的な原！大｜によって発生する生理病で

ある。もう 1つは、マイコプラズマ4汲微生中初（MLO）、

制珪i（バクテリ ア）、由貿l（かび）、線!1lなどの微生物

(2) ウイルスの特徴

利l聞や菌類などは、それ自体が完4でな生命体であ

って、適度な環境と栄:i(i'泌があれば独i’！に附殖でき

る。これに比べてウイルスは核酸（遺伝（－）とたん

ぱく抗だけでオ汚H比されてお・り、ウイ ルスだけでは臼

己的地できない無生物である。無生物であるウイル

スがm殖するには、野菜などの街；J:.（ウ イルスが！』，3
~しうる生物）の代議！系を必要とする。つまりウイ

ルスは他の生物の生きた細胞でしかti')航でき ない。

ウイ ルスはその憎舶過科で宿主の代謝系を利問する

ため、宿主植物白身の生理的な機能が目lji；・され、そ

..a.CMV<70.CX泊筒） 血 TuMV<20.町珂倍｝

あるいはウイロイドおよびウイルスが病原となる伝

染病である。

これらのうちウイルス病は多く の作物に発生 し、

とくに野菜栽附においては大きな被市をもたらす。

の結果宿主刷物jに梨市一病気ーが生じる。

ウイルスは、通常、肉眼はもと より光学顕微鏡で

は観努できない微小なものであり、2日子顕微鏡によ

ってのみその千五在を観察することができる。ウイ ル

スの撞類によっては街主細胞内に特~·~的な情造物 （

封入体）を形成するものがあり、これは光学顕微鏡

で観察できる。

ウイルス粒イ・のlf3は球状、ひも状（糸状）、締状に

大＞Jr］されているが、それ守れの代表（l'・Jなウイルスと

大きさを第lぷにぷす。

..a.CGMMV<20.α則自）

植物ウイルスの電子顕微鏡写真

第1茨箔島県内の野菜に発生する主なウイルス

ウイルス名 m大； 大きさ（直径、長さ ’巾） ウイルス名 形状 大きさ｛直径‘長さ ・巾｝

カリフヲワーモザイワウイルス 工事1大 5Dnrn 1 ーンーヲモザイワウイルス ひも状 750 

キュウリモザイ ウウイルス E料大 30 ニンニヲ治在ウイルス ひも~:I< 650～750 

シャカイモ葉巻ウイルス E料大 25 レ'.Iスモサイヲウイルス ひも1克 75DX 13 

ソフマメウイJレトウイルス 球状 25 ネギ拡縮ウイルス ひも1犬 750～775>< 13 

イチコモ yトルウイルス I理状 25～30 シャ力イモMウイルス ひも状 650x 12～13 

イチコマイルドイエロー工 yシウイルス E料大 22～25 シャカイモSウイJレス ひ b~大 650/ 12～13 

イチコヘインパンァインクウイルス E科大 50 シ γカイモXウイJレス ひb状 650・12～13

イテコヲリンヴJレウイ Jレス 将彊1主 Hぬ～38Dv69 シャカイモYウイJVi<: ひも秋 730, 11 

インケンモザイワウイルス ひb秋 750x 13 カフモ，tイ7ウイJレス ひも羽： 720～75Dx 12～15 

インケン賛viモザイヲウイルス ひも1主 750xl3 カホチャモザfイフウイルス ひもi;I! 750×13 

ビー トモザイフウイルス ひも状 730x 13 キュウリ縁日Iモザイヲウイルス 目 様状 30QY 18 

キコ ウリ賞化ウイルス （ひも状） (HX氾y12) 予，，、コモサ’イクウイJレス 棒 状 30Dx 18 

ザトイモモザイヲウイルス ひも状 750×13 l)nmlナノメーター｝ 1パα四泊Omm 2）本県での発生1：牽慣U

ニラ萎縮ウイルス ひも状 650x 12～13 



(3）マイコプラズマ様微生物（MLO）、ウイロイド

マイ コプラズマ械微生物（MLO）、ウイロイドに位

された縞物は、沿近ま・で、ウイルス病と似かよった

病微を現わしながら、病原体が不明であった。とこ

ろが、それらの病気の病原が新病原体であることが

明らかにされ、その存在が証明されたものである。

いずれも初発見は1967年のことである。

Aマイコプラス’＂t品微生物（MLO）病fミYバてんぐ処罰1

•MLO電子顕微鏡写真（14.400f8)

MLO病の症状は一般に萎縮・てんぐ巣でイネ ・マ

メ類 ・野菜 ・花き ・樹木などに発生する。MLOはヒ

メフタテンヨコノfイ・キマダラヒロヨコバイなどヨコノ〈

イ類によって媒介されるものが多い。県内の野菜に

発生するMLO病にはミツバてんぐ巣病などがある。

ウイロイドはウイルスよりもさらに小さなもので、

裸の紘酸（泣伝チ）だけで存在する。このため通常

は電子顕微鏡でも観察できなし当。ウイロイドは品作

業に用いる器具（刃物など）で存易に伝染し、J妥ぎ
木でも伝染する。 ウ イロイド病は肉眼的に何ら Iii~状

のみられない1町内徴感染の場合が多く 、知らずのう

ちに広く伝染する。型f菜に発生するウイロイド病は

日本では~r~認されていないが、 かんきつ ・ 1と き な ど

では発生が俗認されでいる。県内でもキク・ホップ

にウイロイド病が発生しているようである。

植物ウイルスの分類

自然界に存在する生物は全て確認されると同定 ・分類され、ラテン二名法によって命名され“極”とし

て線開たる位向付けがなされる。そこで植物ウイルス界でもウイルスを生物学的に命名 ・分類しようとす

る試みは古くから行われて来た。しかし、植物ウイルスは生物としての特性を持っているものの無生物と

しての特性も持っているため、生物学的な“極”の概念を適用するには問題があり、ラテン二名法は採用

されていない。そこで現在、植物ウイルスには符号による命名法が採用され、さらにグループあるいは群

として分類されている。この分類法ではウイルス毎にウイルスの掠酸の種類、分子封、粒子の形、宿主捕

物、媒介生物などを簡略化した記号で表す。例を示すと、 Tabamovirus グループに属すタバコモザイク

は（R/l:2/5: E/E: S/O〕と表される。1987年までに300種以上の植物ウイルスが分類され、34グループが

採択されている。

3 
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野菜のウイルス病

ウイルスの伝染方法

ウイルス病は病原体のウイルスがfufらかの形で宿

主植物（野菜）に伝染（侵入）し、さらに感染（ウ

イルスが地殖すること）して峨々なt(1~状を起こす。

ウイルスの伝染方法には数極の方法が知られている。

ウイルスの極集tiによっては 1つの伝染方法しかない

ものもあるが、多くのウイルスは後数の方法で伝染

することカf知られている。

第23賢野菜に発生する主なウイルスの伝染方法と紡除法

伝染方法 主なウイルス

インゲンマメモザイクウイルス

穂子伝染 キュウリ緑VIモザイクウイルス

タバコモサ’イクウイルス

レタスビyクベインウイルス

土i泉伝染 キュウリ緑1'1モザイクウイルス

タバコモザイクウイルス

キュウリモザイクウイルス

インゲンモザイクウイルス

インゲン貧I>Iモザイクウイルス
昆虫伝紛

キュウリ黄化ウイルス

ジャガイモYウイルス

カブモザイクウイルス

汁液伝染
ジャガイモ×ウイルス

（接触伝染）
キュウリ緑1'1モザイクウイルス

タバコモザイクウイルス

イチゴに発生する各種ウイルス

サトイモモザイクウイルス

栄養繁殖による ニラ萎縮ウイルス

種箇伝染 ニンニケモザイクウイルス

ジャガイモ×ウイルス

ジャガイモYウイルス

稜子伝染

ウイルスに感染した殺植物から純 fを通じてウイ

ルスが伝染されるのが種子伝染である。極チ伝染は

花粉またはl庄のうの一方、あるいは両方がウイルス

に感染し、受精後極子内にウイルスカ：NF：~して起こ

る。綿子伝染するウイルスの邸主fiは多くないが、町－

ウイルス病はウイルスが件uミ拙物（里子菜）に伝染

しなければ発生しないが、 ・｝主発生すると防除が極

めて凶灘となる。従って、ウイルス病の発生を防ぐ

には、ウイルスの伝染経路を断つことが重要となる。

このためにはウイルスの伝染｝Jl:去を知lり、それに合

わせた防除対策を講じなければならない。野菜に発

生する_tなウイルスの伝染方法と｜坊除法を第2表に

示した。以下、伝染方法について解説する。

防隊法

無病種子の利用

種子の乾熱消穆（トマト）

種子の薬斉IJ;商務

土域消毒（臭化メチル、太陽熱）

ほI易転化

アフラムシ飛薬防止 （忌遊資材

の利用）

オンシツコナジラミ駆除 （キュ

ウリ黄化ウイルス）

殺虫剤散布

権病株の銭き取り

農作業に使用する音寺具の消泰

手指の消毒

ウイルスフリー株の利用

来ではマメ科に発生する数棺ウイルスでみられる。

タバコモザイクウイルスやキュウリ車J;tEモザイクウ

イルスも障子伝染するが、これは其の1.t昧での種子

伝染ではなく、極子の極j主内外にイ下在するウイルス

に芽が触れて伝染するものである。



土犠伝染

土境中にイ子在する線虫や下等な菌類によってウイ

ルスが媒介されるもので、拙物の恨を通 じてウイル

スが伝染される。ムギ矧 ・レタス ・タバコなどのウ

イルスでみられる。 タバコモザイクウイルスやキュ

昆虫伝綴

ウリ緑斑モザイクウイルスも土岐伝染するが、これ

は其の意味での土壊伝染ではなく、土壌中のウイル

ス病根病植物残法に健全植物の棋が接触してウイル

スが伝染するものである。

刷物ウイルスは昆虫、 あるいはダニ類な どの蝶介

により伝搬されるものが多い。媒介昆虫としてアブ

ラムシ、ウンカ、ヨコバイ 、コナジラミ 、アザミウ

マ、ハムシなどが知られている。野菜に発生するウ

イルスの多くはアブラムシによって媒介され、ウイ

ルスを雌介するアブラムシの積知は非常に多い。

つのウイルスが数般のアブラムシによって媒介され、

また一向のアブラムシがいくつかの種類のウイルス

M3~質 野菜に発生する主なウイルスと媒介アブラムシ

を媒介することが知られている。第 3::i長および巻末

の表に野菜でみられる主なウイルスと媒介アブラム

シとの関係を示した。

アブラムシによる伝染は 、 ウ イルスに !oi~W: した野

菜や~[if,＇（ を ll及汁したアブラムシがi l針にウイルス粒

子を付打させて、次に健全な野菜をl以汁する機会に

ウイルス粒チを舶物組織内に注入することによって

起こる。

ウイルス

アブラムシ

モモアカアブラムシ
Myzus persicae 

ワタアブラムシ
Aphis gossyppii 

ダイコンアブラムシ
Brev1coryne brassicae 

ニセダイコンアブラムシ
しゅaph1spseudobrassicae 

マメアブラムシ
Aphis cracc1vora 

キビクピレアブラムシ
Rhopalosiphum ma1dis 

ネギアブラムシ
Neotoxoptera formosana 

ダイス’アブラムシ
Aphis glysines 

キ ン イ イ
ユ ヤ 、，，， ，、，， 
ウ ガ ゲ ゲ
1) イ ，、〆 ，、〆

モ モ モ 賞
ザ y ザ I;I 
イ ウ イ モ
ク イ ク ザ
ウ Jレ ウ イ
イ ス イ ク
lレ Jt.. ウ
ス ス イ

Jv 

ス． ． ． ． ． ． ． ． ．．．． 

ビ
ー
ト
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス

ネ
ギ
萎
縮
ウ
イ
ル
ス

カ
ブ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス

サ
サ
ゲ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス

ア
ズ
キ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス

．．． ．．． ．．． ．．
 ．
 

．
 ． ． ． 
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田園

aモモ？カ7'7ラムシ A ワヲアブラムシ A ジャカイモヒケナカアブラムシ

ウイルスを線介するアブラムシ

汁液伝染 （接触伝染）

ウイルスに感染した植物 （！f莱）の汁液（しぼり

汁）が住R全な植物に付押して感染する汁液fi.~~tt：の

ウイルスの極類は非常に多い。タバコモザイクウイ

ルスやキュウリ高桑Jj_fモ寸Yイクウイルスなどでは、 ！・$

W:Ni物に他全な拙物の葉や韮．が胤などで触れたり、

栄養繁殖による種苗伝染

ジヘ・ガイ モやイチゴなど栄長繁航する納物では、

ウイルスに感染した親拙物の間イ モやランナーを館

山としてIllいた場合にウイ ルスがー祁に伝染する。

~：かきなどの出作業でウイルス純 子の｛・Jffした器共

を｛史Illすると符幼に伝染する。このiM{t、ウイルス

病ははじめにウ イルスに感染した株から前後に連続

して先生するのが特徴である。

ニラなどでは株発成中にウイルスが感染してその後

もひきつづき被害を起す。

ウイルスl;f.生物か無生物か

スタンレーが1935年タバコモザイクウイルスを核たんぱく買の分チと同定し、それをきれいな針状の結

品としてみせたのは有名な 事実である。このようにウイルスは基本的には核たんぱく伐の分子としてとら

えられる。そこで、この結品にもなるたんぱく分チがいったい生物でありうるか、という説問がもたれる

のは当然で〉ある。

では、そもそも生物とはなにで無生物とはなにであるのか？

ごく簡単に言ってしまえば、生物とよばれるものの共通項と して親がチを産むという自己附舵およびエ

ネルギーを調達しては消慨する物質とエネルギーの代謝がある。これは無生物のもちえない属性である。

確かにウイルスは子を産む。そこに りっぱな遺伝もみられる。これはまぎれもな く生物のもつ属性であ

る。 しかし、ウイルス粒チを単離してみると原則的に代謝が全〈 欠けている。代謝がなければ遺伝子の増

刷も、その指令に基づく形質の表現もありえない訳だから、細胞から取り出されたその粒チは石のよ うに

黙している。これは無生物である。ウイルスは以上のようにま ことに特殊な性質をもち、充足した生物と

呼ぶには踏踏されるけれども他の生物に依存すれば生物界だけにしかみられない仕事を遂げることのでき

る有機体といえる。これからいくとウイルスは生物でもなければ無生物でもないことになる。



野菜のウイルス病

ウイノレス病の診断法

ウイルス病の診断には簡便なものから、複雑で特

殊なものまで何々あり、また、診断のお~iJ度も極めて

(:':jいものから大まかなものまで峨々な方法がある。

診断にぎiたっては必要に応じて、適当と忠われる方

法を選択して桜数のβ法を組み-A-わせて用いること

が多い。正械な診断には、診断の経験やウイルスに

(1) ほ場診断

lj.坊におけるウイルスf均株の発生位置、発生の連

続性、また年次による発生状況の述いなどを把揺す

ると、あるねl丘病原ウイルスの伝染経路が推定でき、

刷物の阿賀i、病徴な どの状況を総合することによっ

て、 1~，JJJ；！ウイルスをかなり正雌に診断できる。 たと

(2）外部病徴による診断

ウイルスの感染によって生じる植物の形態や生長

の択.・，：誌を病徴という。外部から肉眼的に認められる

災常を外部1~：1徴と呼んでいる。

外部病徴のJ：なものとしてモザイ夕、糸葉、奇形、

え死、 1/1.化、~紡、わい化などがあげられる。し か

し、これは刷物の生育段階、品部、環境条件などに

よって変化することがあるので、別の締類のウイル

スであっても知似の病徴となる場合も多い。したが

(3）検定植物による診断

ウイルス耐にかかっている純物体のj持砕汁液を検

定制物に接的し、これらの柏物に対する病原性の有

無やがJ微などから、病原ウイルスの賄罪Hを判定する

ことができる。わが国で発生する拙物ウイルスの多

くは、診断1.:.f：史mする適当な検定拙物が調べられて

対する打下の知識が必要となり、特別な機材が必要

な.tJj合が多い。正確な診断は誰もができるというも

のではないので、疑問がある場合には農業試験場な

どのllf.門家に診断を依頼する。ここでは、代表的な

診断訟の概略について述べる。

えば、 トマトの葉にモザイク症状が，沼められ、急速

に1i.tM全体にまん延した場合は土壌伝染と接触伝染

が汚えられるので、 トマトモザイクウイルスによる

モザイク病の可能性が極めて山い。

って外部州徴だけで病原ウイルスの傾1Jiを正確に診

断することは困縫な場合も多い。 しかし、外部病徴

の特徴を注芯：深〈観察し、発生状況などと総合する

ことによってかなり正縦に診断できる場合も少なく

とKL、。たとえば、トマトで、 M：初に必にモザイク症

状が反れて、その後、業が制くなり糸諜症状となっ

た場合はキュウリモザイクウイルスによるモザイク

術である可能性が高い。

いる。たとえば、キュウリのモザイク症状誕の肝砕

け・i伎を出向よ尺ササゲの初生誕に接砲して、この初1

~I：必にぬj色の局部え予鴎f点が生じた場合、病原ウイ

ルスはキュウリモザイクウイルスと診断できる。

7 
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.&[Alfi三尺ササゲにキウリモザイヲウイルス
(CMV) ~ll~Iして現われた局部え死！！I点

..... ~パコ｛フライトイエロー1にヲパコモザイヲウイル
ス（TMV）をj量樋して現われた局留えH'.lil点

企ニコチアーナ・7ルチノーすにヲパコモサイヲウィ
ルス（TMV）を熔樋して現われた属部え死!Jl点

ウイルス病の診断｛検定植物による自帽の例）

(4）電子顕微鏡による診断

'•'liチ凶微鏡（以下1・11l!fiという）によってウ イルス

粒子を槻妓して、ウイルス純イ・の］杉や大きさからウ

イルスの帥顕を判定することができる。 しかし、形

の矧似した 2極鷲i以上のウイルスが混在している湯

合には、粒子の観察だけでの診断は困鋭となる。

植物ウイルス病の電顕による診断には、通常DN

法 （directnegative stain法）がrnL、られる。たとえ

(5）血清反応による診断

血m反応、は抗原（ウイルス）と抗体の特集反応を

利用 したもので、ウイルスの極頬を特定できるきわ

めて有効なβ法となっている。

Jf1Li11f反応による診断法には簡便なものから抜維な

ものまで師々ある。比較的簡便な ものに、スライド

法、微l1ti疑~反応法、 ：ぷ天ゲル内二重拡散法な どが

ある。線維なものでは、抗体！・§；作赤血球凝集反応法、

蛍光抗体法、 ELISA (enzyme linked immunosor-

Ii、 トマトのタノfコモザイクウイルスでは、大きさ

が300ナノメーター（ナノメーター＝nm=l/1000000

mm）で搾状のウイルス粒子が観旅される。DN法で形

の反別できないような類似したウイ Jlスの場合は、

制！山内でのウイルス粒子の所在の述いから正確に極

矧を特定できる場合もある。

bent assay）法がある。各診断法にはそれぞれ手法

の彼雑さの程度、ウイルス検出制度に特徴があるの

で、必要lこj』ιじて適当な手法が選ばれる。たとえば、

EUSM.tで、は検出t~J／立は極めて，：＇：j ＜、また、 一度に

大1,tの検定ができるため、 t'i'i木のウイルス病の検定

などでは有効であり 、最近は！ぶ 〈 、~.~礎的Hf,f.j とし

て和l川されている。

ウイルス病防除が困難なわけ

槌物ウイルスは野菜などの生きた細胞でしか生きることができない。 しかし、 一度細胞に入り込んだウ

イルスはその細胞の代謝系をたくみに利用しであたかも我家のごとく自己噌殖し、結果的に植物の正常な

代謝機能を乱して病気を起こす。 したがって直接ウイルスを殺すことは植物細胞をも殺すことになるため

現在のところ、通常の殺菌剤のような使用方法で！切除できる薬剤はごく少ない。



野菜のウイルス病

野菜の主要ウイノレス病

トマト

1 ）モザイ ク病

・病原ウイルス

タバコモザイクウイルス

(tobacco mosaic virus :TMV) 

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

ジャガイモ×ウイルス

(potato virus X : PVX) 

・病徴と診断

TMVによる場合は、主として葉にモザイク総状が

現れ、ときに必の先が細くなることがある。環境条

件などにより生長点付近が日中しおれることもあり、

II.＼：には、主張や民実にえそ（制胞が死んで組織が悩

色になった状態）を生じるが、特定の凶子（Tm-2a)

をもっTMV低抗性品極にTMVが感染した助作には

えそが激しく現れることが多い。

CMVによる助合は、葉にモザイクが認められる，＇； ＇，i,

ではTMVと区別がつきにくい。本ウイルスによる場

合はしばしば新民がすべて糸葉となり、激しく ），$結

することカfある。

PVXによる場合は、軽いモザイクを示すことが多

い。本ウイルスは単独にはそれほど激しい病徴を示

さないが、TMVと重複感染した地合には、しばしば

必、 i1¥事時、 ＃！.、＊実に激しいえそをつくり、条』~£病

とII予ばれる。

・伝染源と伝染方法

TMVは接触伝染が有力で、移舶、摘が、摘心、 誘

引、収砲などのよ長培管理の際に伝染する。また、土

壌中の病株の残阪や残茎などのウイルスにより上土産

伝染が行われ、さらに極子伝染もする。

TMVが感染する植物はかなり多く、タバコ、 トマ

ト、ピーマンなどのナス科植物のほか、キク科、タ

デ科、マメ科など22科、200種以上の植物が感染する。

この中で、第 I次伝染源（!l.場で、－1存最初に病気

が発生するiJfi（となるウイルス感染柏物あるいは伐艇

や残茎など）として重要なものはタバコ、トマト、

ピーマンであり、とくに、今日のようにトマトを大

脱税に栽出し、述作した場合には被害が多くなる傾

向がある。

CMVはきわめて’存！：純聞 （ウイルスが感染しうる

植物の極矧）が！ム・く、ウリ科、ナス科、キク料、ア

ブラナ科、パラ科、ユリ科などの双子葉およびlji.(-

誕の平本 ・木本45科190極以上の植物が感染する。ツ

ユクサ、ハコベ、ギシギシ、 ドクダミ、オオバコ、

イヌガラシなどの級ぷは、CMVが恨音IIで越冬し、 :B!

1手の伝染加として主要である。 極－｛－伝染、 上t~伝染

は行われず、アフラムシの媒介によって伝搬される。

PVXは接触伝染するが、伝染源はジャガイモと汚

えられている。

・防除対策

1ti近はTMVに対する抵抗性品磁の作付けが多くな

っているので被：1；：（ま少なくなっている。抵抗悦のな

い品種を作付けする均合は、まず健全な樋子を佐川

する ことであり、純子消11t.7斉のものを使用する。・a
mにはくんi:i~ を手lj川すれば、土壌伝染のおそれはな

い。lポ土を他Illするよ易合lま臭化メチル淘lで上嶋ij'j-,Jょ
する。640g/m’以上の薬！Ltで48時間処理するとTMV

は完全に不活化される。本lまでの接触伝染を防止す

るために病株は＇ 1＇－めに処分する。浮かき、誘づ｜など

の符理作業にあたっては、 1均株の管理l立後In！しにし、
ハサミ、手指のa'irl~Iよ石鹸や10%第 3 リ ン椴ソーダ

i夜、また、1ti近品集として認可された抗ウイルス剤

のアグリガードノ制作汚ljやレンテミン水溶剤の 200～

300俗液などが有効である。 また、アグリガード水ff~

剤500倍減、レンテミン本溶剤10001音液のトマト 1'1'i似

部泣せきは定制H午のよ壌伝染を｜出ぎ、管理作業l泊の

散布は接触伝染IW11：に有効で’ある。弱毒ウイルスに

よる防除も実Ill化されているので利用できる。

CMVは｛呆illアブラムシがトマトから吸汁する際に

感染する。アブラムシが服汁してからの防除では手

遅れとなる。Tl前はアブラムシの1従来を防ぐために

寒冷紗で被躍して行う。（J.JJ.,)J,lj]辺の伝染源となる雑

草はあらかじめJI)(り除く。本lまではシルパーマルチ、

シルバーテープなどの忌避資材を利用してアブラム

9 
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シの1庭米を｜山ぐ。加工用トマトのi試験例で、シルバ

ーテーフを匝I~ I~ 1ニ5本張った場合、有姐アフラムシ

の JI~来数は、張らなかったところの20%に抑えられ

た。 また、アブラムシの寄生徒；皮を低 F させ、；~2

次伝染（ {l .lJ，~内で、はじめに発生した病株から！訓J~

の株ヘウイルス病が広がること）を防ぐためにアブ

ラムシの薬剤JIVil徐も随時行う。ハウス法的で（Jf i' 1111ill、？

から：ぷ冷紗被・tQとし 、 アブラムシの JI~米｜坊 II；のため

にハウスの人り 11やサイドは定冷紗で被倒してお・く。

PVXについては、病おkからのJ賄1！伝染をli)jぐため

に、病株杭：E盟l立後1111しとするか、依きi似る

2）すじ腐れ症犠異常果

・病原ウイルス

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus :CMV) 

・病徴と診断

似品県での災・，：；：；＊の発生は、岩瀬郡鏡ィ；Jllfの1111r 
Jllトマト で197911'-頃から認められていたが、被；1；：が

ピーマン
1 ）モザイク病

・病原ウイルス

タバコモザイクウイルス

(tabacco mosaic virus :TMV) 

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

・病徴と診断

ぷ府環境、ヒーマンの品極、ウイルスの系統（利

子の形態や型化学性などの基本的性質はlfi］じである

が、病原性やその他の性質がやや異なるもの）によ

って病徴が見なる均合が多い。TMVには幾つかの系

統があり、ピーマンではトマト系（TMV-T) とト

ウガラシ系（TMV-P) による先生が多L、oTMV-

Tでは最下VJ新民が此化し、 まもなくその浜身J，~t~ll に

目立ってきたのは1983年からである。現在l立生食!Ii

トマトでの強生が｜！！！題化している。 症状は、 k~）lj し

て思すじ1{1~状、「 lすじ症状、日焼け症状の 3 何却に

分けられ 、 ~e’1:. が多いのは：.IAすじ症状である。 ：J.＼す

じ症状は果実1~11hjの災常は認められないが、 ~H!Ji か

ら県;i(／元宮IIにかけてすじ状に県実内部がよはず．んでみ

え、果実を切断してみると、純杭：束とその！占llJ~の系

組織が制色～：J.＼尚色に変色してえそ症状を呈する。

｜’lすじ症状は、維杭：＊とその周岡の柔組織がJJ見点状

態となり「i色となる。日焼け自主状は、果実」れfiiが山

1111のケロイ ド状となり純作＊の制変が認められる。

これらの出状は、 lI！！（！不足、多雨、窒茶ー過多、 IJll.T.

欠乏などの丸象的、生理的条件が要因となる 「すじ

腐れ巣」と踊似しているが、木県で発生する ~··i·，：；~県

の大部分はCMVの感染によるものである。

・伝染源と伝染方法

モザイク耐のJti参！！｛｛。

・防除対策

モザイグ耐のJt{参！！（！。

紫悩色のえそ.;t[.i,';i，が現れる。成業の葉柄、 七l派など

にもえそ椛~Rが現れ、オ年い分枝の先端付近に制色条

斑を生じる。 J~どしい場合は新薬から！｜国にが葉する。

果実は貨化、奇形となる。TMV-Pでも11i初新薬が民ー

化し、次第1.：モザイク11°1：状となる。株の生行l主計る

がえそは生じなし、。：iミ’?kはときに黄色の斑紋や条五k[

を生じて奇形となる。

CMVも新躍の武化から始まり、業のI.!!.11111や剥派結

般を伴ったl9Jll（，（なモザイク症状となる。業身や先端

部の茎にえそを生じることもあり、激しい均合には

m~返する。 のちに病株はわい化し、 葉は小型とな っ

て萎縮する。忠実も小型化して淡黄色のモザイクや

ときに同心始紋を生じる。

・伝染源と伝染方法

TMV、CMVともにトマトモザイク病のrti参！！｛｛。



.ATMVトマトモザイワ翁｛耳｝

.ATMV＋ひも状ウイルストマト条Ul病

.ACMVトマトモザイク病後真使紛

.ACMVトマトすじ腐れ（ミニトマト｝

.ACMVトマトすじ腐れl厨直ー置すじ1 .ACMVトマトすじ腐れ｛断面・白すじ）
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•OMV ピーマンモザイク向

Al. TMVピーマンモザイヲ釘twftl'l!.I

A シャガイモ？（巻鋳，ークイーン］

AジャガイモM~病

Al.PV Yジャガイモれん葉モザイヲ図式
（；メークずーン｝

血ウイルスによるジャガイモKOf遅延
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・防除対策

TMVでは冊 子伝染をliJiぐために、?i'i窃済みの随イー

を｛史JIIする。土境伝染ll}j止には臭化メチル剤による

土壌くんぷが有効である。TMY-Tに対しでは、 ti111fifi

m1に抵抗t'I：の~があるので、抵抗性の品種を利用す

る。また、 TMV“Pに文守しではむIウイルス剤であるア

グリガード水溶剤とレンテミンホ溶剤が使用できる。

両斉ljとも牙かき、誘引などの符理作業時の手指、ハ

サミのWit与をし、また、ヒーマンに散布を行って、

ジャガイモ

I ）葉巻病

・病原ウイルス

ジャガイモ葉巻ウイルス

(potato leaf roll virus : PLRV) 

・病徴と診断

葉巻1~Jは感染した年に現われる病徴 （一次病徴ま

たは当代感染病徴）と次年度に根病イモを植付けた

ときに現われるがj徴 （二次fJ.j徴または前代感染病徴）

とがある。

ー次病徴 （~11代感染病徴） ：生背中に感染した場

合は、 2～3週WIで発病を始める。Iii初f買業が退材

し、小必のj占氏IIから内（！!IJに巻く 、またときには葉の

衷l而がみ紫色を足する。J主は凶：立性を帯び、葉は次

第に退材し、百史・rtする0 1~.W~が進むと上薬から中浜

へと次第に長は巻いてく る。 仙物｛本が狩いほど州徴

はllJl附に刻われ、 iiiBヂ則i.:!•$U'.: したj~＼合はウイルス

の移行がV・いために下諜まで巻きあがる。開花JYJ1)ff

後に感染した株では、 rt.ii誕の退色、必巻、茎直立.t't: 
の病徴が~われる。 必花!Ul1ifJ(変の感染では通常病徴

を現わさないが、翌年この株より保位したイモを納

付けると典型的な病散が現われる。

二次州徴（J前代感染病徴） ：前代に保毒している

イモを納付けた場合は、生fI初期から症状が現われ

てくる。 f礎的株は直立性を帯び、 ド楽の先端部から

内氏Ill.：スプーン状に巻いてくる。被古の甚だしいも

ウイルスの汁i俗伝染を防止する。実際の山川hi.去は

トマトモザイク耐の｜山除対策の項を参！！（！のこと。発

11i.H~~は第 2 次｛ぷ泌を llJi ぐため、 lf1·Wl に処分する。

CMYに対しではほ助周辺の維卒を取り除き、伝染

ilfi［の減少に努める。 また、アブラムシの11~米を｜坊ぐ

ため、寒冷紗被躍をしてff苗する。本lまではシルパ

ーマルチ、シルバーテープなどの忌避資材のヰlJmも

有効である。アフ ラムシの薬剤防除は随時1fう。

のは中卜．英が誕：先から川筒状に巻き、J品：は節Hllが1l1

まり株全i本が4忠：紡し、 Jliiは硬化する。 このような 1，·，~

状になると、巻いた必の先端部には不胤Jl!Jな出色え

そを生じたり、長泌が紫色またはl斗色になる杭状も

みられる。

品干事の特性 ：t';l,Ntによって（ケネベック、エキジ

ロ、ホイラ一、ウンゼンなど）生育I愛知iにド；%がどさ－

くものがある。

・伝染源と伝染方法

本ウイルス Li、~をウイルス躍がJ株をUf.Z?I· した γ

フラムシの~~介によって｛ぷ＃！~される 。

・防除対策

）照病手生イモ (If,(1率的IJ.Nnをは秘する。

権病株は1,q却jに抜きとり、アブラムシによる以織

をllJjぐ。

アブラムシの防除は、発~·判lより定Jtjj(J'·J に h＇う 。

伯イモ生産についてはとくにアブラムシの発生が

少なく、また同I！~にウイルスに汚染された制物のな

い良い環境で生8fする必要がある。
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2) xモザイク病

・病原ウイルス

ジャガイモ×ウイルス

(potato virus X : PV X) 

・病徴と診断

微従モザイク症状 ：榔的イモを組付ける と、生it
初WIの出！日l誰から症状がみられる。 このモザイクj，日

状は必の！日~11:1 に淡緋色のイ河川Pl な斑紋が現われるが、

民脈11:1は十l'tらかで凹1111のない微.f,tfモザイク状である

このもじ状は下葉や頂柴に（j:J>I_れにくい。 尚iln＼.が1－~枕

するとtil；状は見にくくなるが、 II陰や：11-大・11.irにlよ見

分けやすい。

れん長モザイク杭状 ：民1(1iに浪淡のモザイク11'1：状

が羽われ、誕械はj削Rを＇，1－？・る。病徴は一株の令官i

の後t..:I)lれるが、ま れに株の・1在ーのみに刻れる場合

もあり、またえそ政tf.r.'.i.を併発するJ品合もある

えそモザイク症状 ：よl.H/.J色の不現則なえそ時点が

集l踊のl脈問に生じ、えそ政E.•~.i.の問11司 lま色があせてモ

サイク状に見える。病徴は通常ド葉から中fill集：.：J見

れるが、必ずしも同じ株の令白IIの葉に病徴が現れる

と ｜以 らなし 、。 ！旅！日l えその）~I＞！.がrnx しいII.＼：にはれlj~~ －j

ることもある。

・伝染源と伝染方法

本ウイルスは 、 成主 （Wl!1~.jf，自イモをは極した助作） 、

むよび銭円~！伝染する

・防除対策

.1.l~j,i.jfiJl イモ（原J主的lま照的イモ）を使閉する 本

ウイルスは般触伝染するのでJJ;i1;n,H1 Iまでは、早期抜

取処分を行う。 ・般殺J古・では出州株lι日じるしを付

け、作業111に桝州株との接触をさける。

3) yモザイク病

・病原ウイルス

ジャガイモYウイjレス

(potato virusY :pvy) 

・病徴と診断

れん長モザイク症状 ：葉の炎l而が111J1n1したモザイ

クを生じる 集結は波状となる。がj散は現業部から

中位荒却に税われ、ときに~II辰にえそを生じる。位

状のff(い株では ，·，·，：丈が低く 、 ~：柿し、~がち りめん

状にな る。 ilSの,U1面は；Iiiぎった光沢を〆l：すことがあ

る。 －般にリ；しゃく 、紅丸、メ ークイン桶に多い。

えそモサイク抗状 ：罷病株は全体に退緑し、葉に

モサイクが現れる。業裏面には必脈に沿ってすじ状

のえそを生じる 病散は中葉から，·B~見し、次いで J-.

住葉に移行する。えそ斑点の.'1'1引により楽にひだを

生じてついには~＇11iJヒする。とくに山林－片、 エニワ

極に先生が多い。

・伝染源と伝染方法

成ffr.mtr1，必N！イモ）と、アブラムシの蝶介によっ

て伝搬される

・防除対策

J長谷11i.jのJfi参照。

ジャガイモ葉巻病と類似症状病害との区別

紫染萎黄病 ： 1員集部の葉が巻きあがり、会~~が赤紫色を示し、肉眼では判別困難であるが、本病は服芽

に紫色の境茎を生ずることが多t、。

地あざ病 ： T買築~tiB が此変、赤昧色を帯びて集が巻きあがるなど出状は似ているが、地際却をみると白色

粉状物（担胞子）が1・h'I"していたり、恨兄やストロ ンが黒褐色に似されている場合が多く、また平体は硬

也．したようになり、集の付恨の部分には気中嶋J1;.を生ずることが多い。

生理陣害 ：株全体がやわらかく、同じ葉巻症状でも鶏蒙が一様に巻き、ボート状となり必は退緑もなく、

生育も健全株と変わらなL、。（；f.均一面には出る均合が多い。



4）その他

①Sモザイク病

・病原ウイルス

ジャガイモSウイjレス

(potato virusS : PVS) 

・病徴と診断

はじめは中～下葉の脈問に退緑した小斑点、が現わ

れ、これらの症状が点々と生じてモザイク症状を呈

する。その後病斑は株全体の葉におよび制！合拡大す

る。さらに病斑の中心に11（銅色のえそ斑点を生ずる

場合もあり、生'ti後Jtflには業の表面が青銅色に変化

する0

・伝染源と伝染方法

本ウイルスは、塊茎（艇がJU!イモ）、接触伝染およ

び、アブラムシの媒介によって伝搬される。

・防除対策

無病極イモ（原採極ほ産極イモ）を使用する。

生育初期から定期的に薬剤によるアブラムシの防

除を行う。

権病株には作業中接触しないようにする。

②Mモザイク病

・病原ウイルス

ジャガイモMウイルス

(po la lo virusM : PYM) 

・病徴と診断

葉誕の葉II反上に粂斑えそが現われ、業は萎縮し小

葉が Fプ1に湾曲し、業はi1l1ぎった光沢あるれん葉症

状となる。

・伝染源と伝染方法

塊茎Ci世：病極イモ）、娘細！伝染およびアブラムシの

lぷ介によって伝搬される。

・防除対策

Sモザイク病の項参！！ι

ジャガイモYウイルスとタバコ黄斑えそ病

タバコ黄斑えそ病はヨーロッパのタバコ作では最も被害が大きいウイルス病とされている。わが国では

H苦手口46年、香川県の小豆島で初発生が確認され、その後愛媛、岡山県に広がり、56年には福島、栃木、青

森の各県に発生が認められ、 59年には全国的に発生が見られるようになった。

本病の病原ウイルスは、 ジャガイモYウイルスーえそ系 （PVY-T）で主にアブラムシの媒介によって伝

搬される。本ウイルスの寄主範囲は主にナス科植物である。

タバコでの感染初期の症状は却派 ・支脈が網目状に透明化し、病勢の進展に伴い葉脈にえそを生ずる。

またえそ症状が勇訪内部に及ぶと葉の基音llがねじれて葉が下垂、縮れたり、葉縁が内側に巻き込んで奇形と

なる。葉肉部には小斑えそを生じ、周辺音llは員もないし樟色となる。重症株は下葉から枯上り、全体の生

育は劣って茎や根にもえそを生じる。

その防除対策としては、ジャガイモからの伝染を防止するために、タバコ畑の周辺でのジャガイモ作付

を行わない。やむを得ず作付ーする場合は、必ず無病種イモを使用する。また前年の堀残しイモは早期に除

去する。

タバコ畑周辺の伝染源植物を除去する。アブラムシの飛来防止（防止ネットの設置、麦の間作）に努め、

また生育初期からアブラムシの薬剤防除を定期的に行う。

15 
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③Aモザイク病

・病原ウイルス

ジャガイモAウイルス

(potato virus A : PVA) 

・病徴と診断

病徴は品種によって災なり、ホイラーではれん長

痕状となるが、農林一号では、中架部のうた端と ft;_；に

不控形のえそを作り 、中葉のi議集がみられる。この

症状は出品Hキには出現しないともいわれる。また引

しゃくでは感染しでも症状をf見わさない。

・伝染源と伝染方法

続i茎 （催病楠イモ）と、アプラム シの煤介によっ

て伝摘宣される。

・防除対策

葉巻病のI長参！！討。

④黄斑モザイク病

・病原ウイルス

ジャガイモ糞斑モザイクウイルス

（閃tatoaucuba mosaic virus : P AMY) 

・病徴と診断

本ウイルスは、メ ークイ ンのみに主引火が認められ

るもので、 ド~～中Hil~に川Jf＊または不能Jf＊の 11,1-Jll京

な武色拠点が現われる。

・伝染源と伝染方法

塊主 mt病極イモ）と、アブラム シの媒介によっ

て伝搬される。

・防除対策

集巻耐のI良参！！（（。

弱毒ウイルス

夢の植物ウイルス病防除手段として長年研究され一部実用化されているのが弱議ウイルスの利用である。

これは人間に例えればワクチンによる病気予防ともいえるものであり、この防除法の原理！ま“あるウイル

スに感染した植物には近縁のウイルスが再感染しない” という「干渉効果」である。問いられる弱者手ウイ

ルスは植物に感染しでも病徴を全く示さないか示しでもごく蛙微であることが要求され、自然界から探索

あるいは人工的に作出される。この弱議ウイルスをあらかじめ健全な作物に感染させておくことで強議ウ

イルスの侵入 ・被害をくい止めようとするものである。

しかし、弱議ウイルスの探索 ・作出はそう簡単なことではなく、ものによっては気の述くなる時間と労

力を要し、数千・数万のウイルス分離株中から選抜されることもある。現在、 トマトのタバコモザイクウイ

ルスなどで実用化され、｛也の数種ウイルスで試験研究が展開されでいる。



畠 CMVキュウリモザイ7病 •WMV キュウリモザイヲ向

•CMV キュウリモザイヲ鏑奇俗的 •WMV キュウリモザイ？病晶府守

血 CuYVキウリ貧化病 •WMV カボチャモザイク病
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キュウリ

1）モザイク病

・病原ウイルス

キュウリモザイクウイルス

(cucumber masaic virus : CMV) 

カボチャモザイクウイルス

(waterm巴lonmosaic virus : WMV) 

ス...＇） キ一二黄斑モザイクウイルス

(zucchini yellow mosaic virus : ZYMV) 

・病徴と診断

CMVによる場合は、葉を太陥に透かしてみると小

さな民色の~l点が多数みられ、 それらが集合してモ

ザイク必状となる。果実でも県般に近い部分がモザ

イクhl；状となる。

WMVでは葉のII民間にある将l長大きな＆色部分を

生じ、葉脈緑帯とな りモザイクも｝；状となる。忠実に

はこぶ状の凹凸ができて奇形化しやすい。

ZYMVでは強いモザイク 、 菱総i、合Jf~などのi~＇.＜ し

い病徴となる。 また、カ；j~＇チヘ.fi'i長ぎ木キ ュウリで

はZYMVとCMVの混合感染またはZYMV、CMV、W

MY の混合感染によって~iJM が生ずるとの報公がある。

この萎制症状は先立近、本県で発生しているカポチヘ・

台緩ま木キュウリの，包性萎澗症とtii似している。 し

かし、現夜のところ、急性若洲hl；株からZYMV！ま検

/1'1されていない。 また、 ZYMVによるモザイク耐の

発生も確認されていない。本ウイ ルスは令｜五lf!'・Jに先

生が認められており、本県での完全もfliぐされ、現

イi：調査，，，である

・伝染源と伝染方法

CMVはトマトモザイク病のIfi参！！（｛。

WMV、 ZYMVはCMVに比i絞してM~~する布市物は少

なく 、ほとんどウリ科柏物に限られている。キュウ

リが周年殺Iさされると 、 神年中伝染ilfi（が断ち切れる

ことがないのでiili続してモザイク病の先生が認めら

れる。WMV、ZYMVもCMVと｜同級アブラムシの媒介

によって伝搬される。

・防除対策

CMVおよびWMV、ZYMVは｛浜市アブラムシがキュ

ウリから l以?Iーする際t.:.i·&4~する。 したがってアブラ

ムシの Jt~＊ を防止するために、 ffi111iは：ぶJ令紗で、被 tti.

してti'う。本ほではシルパーマルチ、シルバーテー

フなどの忌遊資材を利！日 してアプラムシの 11~米を｜坊

ぐ。ハウスJ主的では人り 11やサイドは本冷紗被離と

する。 また、アブラムシの寄生街l丘の低下、tfi2次

伝染防止のため薬剤ド＞｝j除を随H午行い、収泌を終えた

キュウリは ＇1＇・めに処分する。IJ:.n，＼問辺の伝染源とな

る維l°;i:をあらかじめ取 り除くことも重要である。m
fド主主的地併では伝染泌がとぎれることがないので、

輪作とし、ウI）科以外の他の作物を.fHi'iする。

2）録斑モザイク病 （本県での先生は米雌，＼｛！.）

・病原ウイルス

キュウリ緑斑モザイクウイルス

(cucumber green mottle mosaic、・irus:cGMMV) 

・病徴と診断

袋！派に治って沼紛怖が現れ、＊－－の先端のオ刊、業lま

h1化 し、病勢が進むと宜：IHIは1経くる：ちょうする。梨

；たには；，~＊J.f;t£ とこぶを生じ 、 ほとんどが奇形県とな

る。

・伝染源と伝染方法

感染するのは i：.とし てウリ科納物に限られている。

拘 r伝染および上壌伝染が行われる。 また、ハサミ

などの刃物による忠実の収砲で接触伝染もtJ：われる。

＼.！＂＇＞； ・次（ぷ染は、 七にtlfi11二の被ミI；：株からの土壌伝染で、

ある。

・防除対策

）！属病手冊子を山川する。 5~J~.、jハウスは 9:化メチル刑

でくんぷを行う 。 ~11~業1ji に銭円1！伝染するので病株

はづき見次第抜き取 るとともに、被：j；：主ill!を土壌，，，に

技さぬよう、 l¥Ui'iが終わったら 1・... ~〔にI似 り除く 。 後

触伝染防止のため 、 ハサミあるいは手指の~IN~には

10%の第 3リン般ソーダ液が有効である。



3）糞化病

・病原ウイルス

キュウ リ糞化ウイルス

(cucumber yellows virus : Cu YV) 

・病徴と診断

抑制裁焔で1＆も被害が大きく、 'i''fJEl戊放出、持地

裁的でも発生する。必初、 ii!!の脈ll:Jに退緑色の小斑

点を生じ、進行すると脈rt:1が此変し、集全体が鮮此

色となる。長｛ま組剛にとより、集結が表側に巻く 。十；k
の萎縮、果実の特定症状は認められないが、 i.，＇［勢が

衰弱するので側技の発生と f1j1誌が,;i:;：しく 不良となる。

・伝染源と伝染方法

本ウイルスは極チ ・土壌 ・接触による伝染は認め

られず、アブラムシによっても伝搬されない。オン

シツコナジラミによってのみ（.L;UJ~ される。 ！岳染する

メロン
I ）モサイク病

・病原ウイルス

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus :CMV) 

カボチャモザイクウイルス

(watermelon mosaic virus : WMV) 

キュウリ緑斑モザイクウイルス

(cucumber green moule mosaic virus : CGMMV) 

ズッキーニ黄斑モザイクウイルス

(zucchini yellow mosaic virus : ZYMV) 

・病徴と診断

Ci¥IVによる場合は新袋がモザイク痕状ととより、

株はる・紡する。

Wi¥I Vによる場合は必に必l派結帯を生じて、鮮llJI
なモザイク症状となる。

CGMMVによる場合は ｜：必、（！！lj伎に 1·~従モザイク

が現れる。忠実にlまえ予鴎fを生ずる。

ZYMV ではモザイクおよびえそ~IE状となる ZYM 

Vの本県での発生lま現在のところ線認されていないが、

全国的に発生が認められており 、本県での先生もf立

のは主．にキュウリ、メロ ン、シロウリ 、カボチャな

どのウリ料品!'i物である。伝染ilfiiは11Ji.地内に周年的に

核問されているキュウリの被官株と巧えられ、 11~問

を通じてキュウリやその他のウリ科盟f菜が政的され

ているJt!!J或では感染源がなくなるJUI間がなく 、／，＂；jij'.

§€生となる

・防除対策

核問施，i貨の ，＇ I ＇， 人 11 や！！！I]窓には京冷紗を被~~ してオ

ンシツコナジラミの財人をji}jぐ。弘明1Jli}j除は随11.'ffj・

う。t'ti.色村ilrテープをハウス内に111＼りドIf寄生徒；佼

を低下させる 施設｝，＇i］辺の作物、維，・，・.：のオンシツコ

ナジラミの削除、また、除4・fを励行する。収僚が終

f した施.l~や花地のキュウ Ijは次（1，；の伝染ilfi［となる

ので、＇1＇・めに政き取り、株に1'ff生するオンシツコナ

ジラミの死滅を促進させる。

ぐされ、現（1:.J,¥Jft1l1である 伝染ilfi[と伝染Jiilおよ

びl山除片誌についてはキュウリモザイク耐のJ!i参！！｛｛。

・伝染源と伝染方法

CMVはトマトモザイク州のJ!i参！！（｛
WMV、CGMルWはキュウリのJ!i参！！（｛

・防除対策

CMV およびWMVIよ保必アフラムシがメ uンをl倣

汁する際1 ..：！－§『~－1－る 従って 、 アブラムシの Jl~.:tとを

｜リj，，：するためにfit'11iは本冷紗で被t(i.してfj-う。＊＇ま

ではシルパーマルチ、シルパーテーフなどの忌避資

材を本I]!!I してアブラムシのJI~~ を liJi ぐ ハウスぷI日

では人り llやサイドは '.J：~x1紗被械とする また、ア

ブラムシの市也市l主の低下、お2次伝染防止のため

薬剤｜泌除を行い、 ~i(ffliを終えたメ υンlよV・めに処分

する。 （;f.H,\j,•;J辺の伝染ilJ;iとなる争ffl,・,・.:Iよあらかじめ取

り除く 。J.'i]{j'.j：及川となって いる地，a~では伝染iJJ；［がと

吉れることが会いので 、 －－ II抑制｛よ:i·~~ る fi：物を..i:u討

する。

CGMMVはHt 子伝染するので.1！！~1ii-if冊子を佐川する。

発病ノ、ゥスは！込化メチル斉1］でくんぷを行う。出作業
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で接触伝染するので病株は発見次第抜き取り 、 被；•：：

茎葉を土境中に残さないよう 、以前が終わったら丁

寧に取り除く 。後触伝染防止のためハサミあるいは

手指の消毒には10%の第 31）ン椴ソーダ液が有効で

ある。

2）黄化病

・病原ウイルス

キュウリ貧化ウイルス

(cucumber yellows virus : Cu YV) 

カボ チ ャ

1）モザイク病

・病原ウイルス

キュウ リモサ．イクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

カボチャモサ．イクウイルス

(watermelon mosaic virus :wMV) 

ス・ッキーニ糞斑モザイクウイルス

(zucchini yellow mosaic virus : ZYMV) 

・病徴と診断

CMVによる場合は生長点に此色m.. ~ ..をつくり、の

ちに融合してモザイク症状となる。

WMVでは葉に刻派結~li を生じて 、鮮lリ！なモザイク

症状となる。果実は思形がくずれて商i'1111h!li fo＇（が低ド
する。

ZYMVでは明llf,tIJ:モザイク11目l；状となる。,f_(Mでは、

現在のところZYMVによるモザイク耐の先生は硲よ

タイコン

1）モザイク病

・病原ウイルス

カフモザイクウイルス

(turnip mosaic virus :TuMV) 

・病徴と診断

袋全体が鮮やかな黄金色となる。葉は組剛となり、

葉械が裏側に巻く 。.｛f巣、果実肥大、ネットの形成

などが不良となる。

・伝染源と伝染方法

キュウリ黄化病の項参照。

・防除対策

キュウリ主主化病のI頁参照。

されていないが、全国的に発生が認められており、

本県での発生も危ぐされ、現在調査中である。伝染

ii~［と伝染方法およびll}j除対策についてはキュウリモ

ザイク病の項参！！（｛。

・伝染源と伝染方法

CMVは トマトモザイク病の攻ー参！！（｛。

WMVはキュウリモザイク病の項参！被0

・防除対策

日lウイルスとも、アブラムシの媒介によって伝搬

されるので、アブラムシの｜切除、または飛来の回避

が重要である。このため、青苗は寒冷紗被覆で行い、

本ぽではシルバーテープなどのアブラムシ忌避資材

を利用する。アブラムシの薬剤防除は随時行う。ま

た、ウリ科作物を近くに栽培すると 、これらからウ

イルスが｛云織されてくるので極力避ける。ほ渇周辺

の伝染j原となる雑草はあらかじめ取り除いておく 。

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

カリフラワーモサ．イクウイルス

(cauliflower mosaic virus : CaMV) 



・病徴と診断

TuMVは葉に典型的なモザイク症状を起こす。 rn~

しいJM合には葉に濃緑色の凹凸を生じ、ちりめんや

縮誕症状を呈して株全体が萎縮することもある。

CMVおよびCaMVはそれぞi1lji ~虫で感染すると軽

いモザイク症状を起こすが、 TuMVと重抜感染する

と激し いモザイク痕状を起こし被害が大きい。

・伝染源と伝染方法

TuMVはアブラナ平ヰ ・キグ干ヰ ・マメ平寺な ど多くの

納物に感染し伝染ilfi［となる。

CMVは45科190極以 l二と Jド・；；＼・に多くの航物に感染

し伝染ilfi［となるが、得1:舵Imなどにより各系統i作に

分けられている。ダイコンをはじめとするアブラナ

科野菜に感染するものは、CMV－アブラナ科系と呼

ばれるものである。

CaMVは主にアブラナ科野菜に感染し伝染ilfiiとな

る。

ハクサイ

1 ）えそモザイク病

・病原ウイルス

カブモザイクウイルス

(turnip mosaic virus :TuMV) 

・病徴と診断

えそ性の輪点症状とモザイク症状がある。葉脈問

にぷ～制色の小さなえそ玖f点を生じ、その問辺がぶ

～よMM.I色の輪点となる。激しい場合は葉が窃j形とな

り萎縮する。幼苗H：干に感染すると正常・株に比べ生育

がlflJ;!il］さ れ、また黄化病 （パーチシリウム病）との

判別が聞雑である。

・伝染源と伝染方法

ダイコンの項参！！（｛。

・防除対策

ダイコンの.rJI参！！（｛。

3 続のウイ ルスともアブラムシの！！！；~介によ って伝

搬される。

・防除対策

3純のウイルスはいずれも、ウイルスに感染した

アブラナ科野菜や感染可能なその他の作物あるいは

~v·戸：が伝染源となるので、 それらを取り除きできる

だけほ場開辺を消浄にする。ほ場にウイルス症状株

が兄られたら早期に抜き取る。

ダイコンをはじめとするアブラナ科野菜へのアブ

ラムシの飛来l主主11－＜ 、生育初期から寄生 ・繁殖しウ

イルスを傑介する。そのため、は筏時の殺虫剤施問

一土境胞薬ーはアブラムシ｜坊除の効巣が山い。また、

その後（よ生計初期～中JYJを重点に薬剤散布を行う。

薬剤散布はでいねいに行い、誕の表 ・裏面および株

全体にまんべんなくかかるようにすることが大切で

ある。

2）モザイク病

・病原ウイルス

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus :CMV) 

・病徴と診断

葉にi1~緑色と 貰「l色のモザイク症状を示す。 i~~ し

し、場合は葉が奇形となり株が若縮する。TuMVと重

複感染することが多く、被：！；：を大きくする。

えそモザイク病、モザイク病いずれの助合も椛病

株には軟j釘病などの二次的病:J;：が発生しやすい。

・伝染源と伝染方法

ダイコンの項参！！＼！。

・防除対策

ダイコンのI~I参！！｛｛。
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•TuMVダイコンモザイク鋳

•TuMV ハヲザイえそモザイク病

•CMV ハヲサイモザイク病

•TuMV キャベツモザイク帯電
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キャベ、ツ・カリフラワー・ブロッコリー

1 ）モザイク病

・病原ウイルス

カブモザイクウイルス

(turnip mosaic virus : TuMV) 

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

カリフラワーモザイクウイルス

(cauliflower mosaic virus :CaMV) 

・病徴と診断

L、ずれのウイルスでもモザイク症状を起こす。ま

た、集！派結；日；：（葉脈の紛がより濃くなる）や葉脈透

カ フ
1 ）モザイク病

・病原ウイルス

カブモサ．イクウイルス

(turnip mosaic virus :TuMV) 

キュウリモサ’イクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

レタス
1 ）モザイク病

・病原ウイルス

レタスモザイクウイルス

(lettuce mosaic virus : LMV) 

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus :CMV) 

・病徴と診断

いずれも葉脈紛帯と ．潮来透化によるモザイク症状

を起こす。 外葉や7甘い~では症状がはっ きりしない

が、新築では比較的特材に診断できる。催病株の生

化 （説！脈の献が抜けて透き とおる）がみられる。ウ

イルスの感染H、りtJJが早いH寺や激しく発的したJJ,＼什は

株全体が~紛iする。

TuMV l主張によ，H色輪点症状を起こすことがある。

・伝染源と伝染方法

ダイコンの項参照c

・防除対策

1守山中のウ イルス感染はその後の生育に；；~l~11（＼~し 、

ウイルスの伝染il!i!ともなるので、ff市はな：冷紗被YQ

として、アブラムシの飛来をドi}jぐ。また、行泊施設

問辺のi1'ii11，化に努め 、 伝染ilfii~ 少なくする。

~I：育HIHJ ダイコンのI頁参！！｛｛。

・病徴と診断

TuMV lま集にモザイク疲状を起こし、 iW.£しぃ場介

lま~が凹1111 となり株全体が萎縮する。

CMVはl陸いモザイク症状を起こす。

・伝染源と伝染方法

ダイコンの項参照0

・防除対策

ダイコンの項参！！君。

n＇は：illく、わい化 ・萎縮することが多い。

・伝染源と伝染方法

LMVはレタス ・エン ドウな どのキク手ヰ・マメf'同l’i
物数般に感染し伝染源となる。 ヒにアブラムシの媒

介によって伝搬されるが、極チ伝染も知られている。

CMVはトマトのI貞参照。

・防除対策

LMV·CMVともウイルスに感染したレタスや！·$~

可能な作物あるいは雑草が伝染ilfi！となるので、それ

らを排除しできるだけほ場周辺をii'fi'fi，にする。（f.#,l

にウイルス出状株が見られたら ，，1.w1に抜き取る。
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育苗中のウイルス感染はその後の生育 lこ）；！~科し 、

｛也の株への伝染源となるので、~苗は寒冷紗被聞と

して、アブラムシの飛来をllJiぐ。また、 ff苗施設問

辺の前i争化に努め、伝染ilfi（を少なくする。

ホウレンソウ

1 ）モザイク病

・病原ウイルス

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

ビートモザイクウイルス

(beet mosaic virus : BeMV) 

カプモザイクウイルス

(turnip mosaic virus :TuMV) 

・病徴と診断

いずれのウイルスも楽にモザイク症状を起こす。

県内各地で広く発生が認め られるが、夏i'l11しホウレ

ンソウでの被害は少ないようである。各ウイルスが

単独で‘感染することもあるが、2種以上のウイルス

が虫級感染していることが多し、。モザイ ク抗状以外

に、縮諜 ・誕の質化 .1ii紛が比られ、欠株になるこ

ともある。

・伝染源と伝染方法

いずれのウイルスも寄主純凶が広く、作物 ・雑草

などに感染し伝染源となる。また、いずれのウイル

スもアプラムシの媒介によって伝搬される。

・防除対策

いずれもウイルスに感染した作物や雑ぶなどが伝

ミツ J¥

1）モザイク病

・病原ウイルス

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

定捕後のアブラムシ防除は生育初JYJ～中期を重点

に薬剤散布を行う。

LMVは、何チ伝染するので、無病樋チを用いる。

染源となるので、それらを取り除き、できるだけIi.

場周辺をr1'I作にする。

アブラム シは生育初期からの薬剤ド；Ji除を行う。胞

設栽培では＇）＇（：＿ 冷紗などでアブラムシの1従来を防ぐ。

2）えそ萎縮病

・病原ウイルス

ソラマメウイルトウイルス

(broad bean wilt virus : BBWV) 

・病徴と診断

新葉にモザイク痕状が現れ、~柄や~身法官II に斜

尚色のi~i しいえそを生ずる。 ~＇ま賞化、奇形化する

ことが多 く 株全体が萎紡する。 J1~終的l二心；止まり右i:

~fa；とな ってわlj予Eするこ とが多い。

・伝染源と伝染方法

BB\VV の冷］ミ範囲は広〈 、 作物 ・ ~U，＇£などに感染

し伝染源となる。アブラム シの媒介によって伝搬さ

れる。

・防除対策

モザイ ク耐のrtf参照。

・病徴と診断

葉にモザイク症状を起こ し、縮築 ・ 奇I~をともな

うことが多L、。激しい場合は株会体がわい化し 、抽

出してくる新薬は緑がより淡くなる。



・伝染源と伝染方法

トマトの項参！！Ho

・防除対策

株袋h文中のウイルス感染lま収－1,tを低下させるばか

りでなく 、｛云染源ともなるので、アプラムシの薬剤

ネ ギ

I ）萎縮病

・病原ウイルス

ネギ萎縮ウイルス

(onioP yellow dwarf virus : 0 YDV) 

・病徴と診断

武紛色のモザイクや条斑を生じ、株全体が萎縮ti'1!

状となる。また、業が制くなり株全体が黄化 して生

ff不良となる。この病徴lまぷJ!:IJ、秋期には比較的UJl

ll密であるが、夏期、冬JYJには一般に軽く、ウイルス

に感染していても病徴を現さないことが多い。

・伝染源と伝染方法

OYDVが感染するのはタマネギ、ニラ、アサツキ、
スイセンなどのユリ科とヒガンパナ科の植物でめる。

フ

1 ）萎縮病

・病原ウイルス

ニラ萎縮ウイルス

(chinese chive dwarf virus :CCDV) 

・病徴と診断

葉がかすり模織のモザイク症状となり、業先がね

じれる。株は萎縮する。低j品時には病徴が現れない。

露地救ti';での被害が詳しL、。

・伝染源と伝染方法

伝染ilfi！（ま畑、および古i床周辺にみられるニラの感

染株と考えられている。アブラムシの媒介によって

伝搬される。また、収磁If：＼：の刃物によって汁液伝染

｜切除を主fj' f;Jjgjから随時行い、 ）！1.~ 1J;j株の俄［呆に努め

る。また、CMVは有：主範囲が広いので、ウイ Jレスに

感染した作物や維革を排除し、できるだけ！;f.場周辺

をh'1i~·にする。 l草場にウイルス出状株が比られたら

l1!JYjに抜き取る。

伝染源は畑、および苗床周辺にみられるネギの感染

株と考えられる。周年ネギ栽熔が行われている地帯

でほ、伝染ilfi［が絶える時期がなt、。同年波!t'iを行わ

なくても刈lのすみに採種用のネギを残しておくと、

それが伝染iJfi［となる。 土嬢伝染、組－f伝染はせず、

アブラムシの似介によって伝搬される。

・防除対策

保il~アブラムシがネギを服汁する際に感染する。

このためアブラムシの防除、または1従来を回避する

ことが重要になる。苗の時期を重点にアブラムシの

防除を行い、（J.j,訪問辺も同時に防除する。移植救出

では苗床H初日lに発苦手前から寒冷紗被躍を行ってアブ

ラムシの飛米を防ぐ。

する。

・防除対策

アブラムシの｜坊除、飛来防止がill~になる。 行市

時JYjから随H、干薬剤散布を行い、アブラムシの寄生を

樋力抑える。また、（J.場周囲のアブラムシの防除も

大切である。前床はニラ畑の近くに投；i'(しない。

本病によって品質が低下し、また、他の感染源とな

るので、多発（;t. .ti~では株の更新を 1,1.めに行う 。 収砲

時に他！りする刃物によって汁液伝染するので発病株

は早めに処分する。発病株の収砲作業は後凶しにす

る。
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•OMV レヲスモザイヲ病 • OMV A ひb状ウイルスホウレンソウモザイヲ病

畠 BBWVホウレンソウ萎焔病 •OMV ミツバモサイワ街

血 GMVニンニヲモザイヲ翁 •GMV ニンニ7モザイヲ鋳
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ニンニク
I ）モザイク病

・病原ウイルス

ニンニクモザイクウイルス

(garlic mosaic virus :cMV) 

ニンニク潜在ウイルス

(garlic latent virus : GLV) 

・病徴と診断

GMV単独またはGMV、GLVの混合感染によって、

葉脈に沿って黄緑色のかすり模機、粂斑と なり、モ

ザイク症状を呈する。 H寺には葉がねじれたり、株全

体が萎縮する場合もある。病徴は春期、秋期には明

瞭であるが、夏期、冬期には病徴が不明瞭となる。

GLV単独で感染している場合は病徴は現れない。

イチゴ

I ）ウイルス病

・病原ウイルス

イチコモットルウイルス

(strawberry mottle virus : SMoV) 

イチコマイルドイエローエッジウイルス

(strawberry mildyellowedgevirus :sMYEV) 

イチゴベインパンディングウイルス

(stra wherry vein banding virus : SV BV) 

イチコクリンクルウイルス

(strawberry crinkle virus : SCrV) 

・病徴と診断

栽培品種ではモザイク症状などの明白な病徴を現

すことはない。一般的に小業の展開が不十分で、小型

化し、光沢のないH音緑色から赤紫色となり、葉柄は

短く 、株全体がわい化して生育不良となる。そのた

め着果数は少なく 、果実の収量は低い。擢病株を級

・伝染源と伝染方法

栄養繁舶性の作物であるため、 一度親株がウイル

スに感染すると極球を通じて次 と々後代にf!Uづる。

また、アブラムシの媒介によっても伝搬される。

・防除対策

栄養繁舵性の作物ではウイルスフリー株（生長点

店長によってウイルスを除去した株）の育成が似本

的な対策となり、本県でも、この技術の降立にl絞り

組んでいるが、まだウイルスフリー株の配布には重

っていない。内家採種でウイルス病感染株が.t(')IJUし、

生産性も落ちてくるので＇1 ＇·めに純球の~新を行う。

1:t:陸する場合はモザイク症状の比られない健全な株

から行う。アブラムシの媒介によって伝搬されるの

で、この防除も重要である。

株に使用するとランナーの発生が少なくなり、充実

した良苗の生産は期待できない。

・伝染源と伝染方法

栄養繁舶をするため、催病親株からランナーを通

じて苗に伝染する。4極のウイルスともに、 ll場で

はアプラムシの媒介によって伝搬される。伝染ilfiilま

ウイルスに感染したイチゴである。

・防除対策

生長点地袋によってウイルスを除去したウイルス

フリー苗の使用で大きな成果をあげている。フリー

苗は革勢、収：！itともすぐれているので積極的に導入

する。アブラムシの飛来を防止するため、フ リー株

は網室または寒冷紗で被離したハウスなどで.t（＇） ~t'i し 、

アブラムシの飛来時期には随時薬剤散布を行う。内

分で親株の選抜を行う場合は、t;i.勢が良好で、生産

性の高い株を選別する。
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•BCMV インゲンモザイヲ1河川前剛｝

•BCMV インケンモザイ7病

•BYMV-N インゲンつる絡筑

•BYMVO珂云染源（BYMVに8揖したアカクローバー｝

•BYMV インゲンモザイヲ病
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.a.BYMV-Nインゲンつる枯病 .a.BYMV-Nインゲンつる枯病

.a.BYMV-N インゲンつる給病

畠 CMVミョウガモザイ7病 •OMV サトイモモザイヲ病
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イ ンゲン

1 ）モザイク病

・病原ウイルス

インゲンモザイクウイルス

(bean common mosaic virus : BCMV) 

インゲン貧斑モザイクウイルス

(bean yellow mosaic virus : BYMV) 

キュウリモサ’イクウイJレス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

・病徴と診断

モザイク州は l:に必にモザイク症状を示すが、州

IJ；（ウイルメによってがi徴は少しずつ巽なる。

BCMVに感染した場合は必に濃淡のはっきりしな

モザイク 1，·，~，iR を f比す。

BYMVでは必（..：退付従点、 モザイク症状をぷし、

病勢の進行にしたがって此化や落葉が激しくなる。

CMVでは~に柴l派付帯、主！派透明、モザイクを製

し、株lま省航する。

・伝染源と伝染方法

BCMVはアフラムシの媒介によって伝搬されるu

また、 30%～50%の，：＇：j本で極子伝染するが、上境伝

染はしない 感染する拙物はあまり多くなく、イ ン

ゲン以に近いものだけに限られる。主な伝染ilfiiはイ

ンゲンの純子伝染株と考えられている。

BYMVには·.~~1'1：の見なる汗通系、え そ糸、ソラ

マメモザイク糸、エンドウモザイク系などのお開系

統があり、 えそ糸は次Ifiで述べるつる枯病の病院1で

ある。 アブラムシの煤介によって伝搬される。 f•fi (-
伝染は一般には行われないとされているが、ソラマ

メモザイク糸では低準で精 子伝染するという報告が

ある。土t史伝染は起らない。BYMVが感染する拙

物は少ない)jであるが、 BCMVに比べれば多くイン

ゲン、エンドウ、ソラマメ、ダイズ、ラッカセイ、

アカクローパーなどのマメ科柏物、グラジオラス、

フリージアなどである。伝染源植物はウイルスに感

染したマメ科納物、アヤメ科植物である。

CMVはアフラムシの媒介によって伝搬される。純

子伝染、土壌伝染はしない。CMVは非常に多くのがi

物に感染するが、インゲンに感染するのはマメ科系

統でインゲン、エンドウ、アズキ、ササゲなどのマ

メ科植物だけに感染する。

・防除対策

病原ウイルスによって伝染源、伝搬）J法は行日も

なるが、これらのウイルスの品－も重要企伝防法はア

フラムシによるものである。このため、まず：ti.に

アフラムシの防除が重要となる。薬剤μ）j除だけでは

卜分ではなく、これに加えて、シルパーマルチ、シ

ルバーテーフなどの忌遊資材を利用する。また、イ

ンゲンの場合はマメ科雑草（クローパーなど）が伝

染il!itとなるため、｛f.場周辺のこれらのは染ilN11'i物を

111-JYI 1..：除去しておく。インゲンのウイルスには附子

（ぷ染するもの（BCMV）があり、これを放li'cしてお

くことは伝染源となるため、種子｛云＊株lよ＇1'-JYJに抜

きi絞ることも忘れではならない。ポット fi'i'1'iはアブ

ラムシのJft:-1~ を防止するために 、 ：底冷紗 7J: と’てる tf.i. っ

たハイフハウス内で行う。

2）つる枯病

・病原ウイルス

インゲン糞斑モザイクウイルスーえそ系

(bean yellow mosaic virus : BYMV-N) 

・病徴と診断

インゲンのウイルス病として従米から、モザイク

iJJの先生が仰：J｛｛されていたが、1987'rf.l:t（からこれと

はも｝；状が見なる立枯症状の発生がt皆川して県内科地

で｜！！］姐とな った。これは 6Ji下旬!:tiから、つるの先

端よりえそが入り、その後、このえそが株全体にlム
がり、ついには枯れ tがる症状であった この出状

は勺初、 ＿＼［柿病と混同されていたが、病原のlri］定の

結供、インゲン!fr斑モザイクウイルスえそ系（BY

MV-N）によるつる枯病であることが明らかになっ

た

・伝染源と伝染方法

1Wtiのモザイク病で述べたようにBYMV-NもBY



MYの一つの系統であるためBYMVと問機と考えて良

し、。

ミョウガ

1 ）モザイク病

・病原ウイルス

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

・病徴と診断

時Ill京なモザイク i;t:~犬となる0

・伝染源と伝染方法

アブラム シの媒介によって伝搬される。純チ伝染、

土壌伝染はしない。CMVが感染する柏物は非常に多

サトイモ

1 ）モザイク病

・病原ウイルス

キュウリモザイクウイルス

(cucumber mosaic virus : CMV) 

サトイモモザイクウイルス

(dasheen mosaic virus : DMV) 

・病徴と診断

CMVでは誕j派にそって鮮明な黄色モザイク府状と

なり、葉の奇形やわい化を伴うことが多L、。

OMVではfl色がかった退緑斑が葉脈に沿った業身

に現れる。CMVによるモザイクに比較して病徴が：鮭

微であり、奇形やわい化な どの全身症状を伴 うこと

はない。

・防除対策

対策についてもモザイク病と同械な手段をとるこ

とになる。

く、l;f.抑制聞のツユクサ、ギシギシ、 ドクダミ 、オ

オバコ、イヌガラシなどのCMVに！事染している事ftl,'(

が伝染jfJ;［となる3 また、種茎によって次代に伝染す

る。

・防除対策

まず第 一にアブラムシの｜切除が重要となる。｝，＇ii辺
事ff)，占の除去を行い、また薬剤散布によるアブラムシ

防除を行 う。ミョウガに対する薬剤防除も随11.'f-行 う。

ウイルスに感染していなし可建全な拒Ii茎を｛史J-l:Jする。

・伝染源と伝染方法

CMVはトマトモザイク病の項参照。

DMVはアブラムシの媒介によって伝搬される。ま

た、極いもによって次代に伝搬される。多くの栽出

地のサトイモはすでにこのウイルスに汚染されてい

て、これらがイ云訴さ源となっているものと，巴われる。

・防除対策

これらのウイルスの最も重要な伝搬法はアブラム

シによるものである。このため、まず第一にアブラ

ムシの｜切除が重要となる。周辺雑草の除去を行い、

また薬剤散布によるアブラムシ防除を行う。サトイ

モに対する薬剤防除も随時行うべきである。シルパ

ーマルチなどの忌避資材を利用することは有効であ

る。極イモは無病株から採取する。

31 



32 

〔別表〕 野菜に発生する主なウイルス （一覧）

1 、句～イ、＼ス、、、 、、、、 、E、、f、 Ji マトト

ヒジ キメカ ダハ
I -¥. ユボ イ 7
マガ ウ ロチ コサ
ンイ リン T ンイ

モ

インゲンモザイクウイルス

ピートモ4f'イクウイルス

インゲン抗＃iモif'イ7ウイルス

ソラマメウイルトウイルス ． ． ． 
カリフラワーモif'イクウイルス ． 
ニラ萎紛ウイルス

キュウリu政fモ4ドイクウイルス l ． ． 
キュウリモif'イクウイルス ． ． ． 匂． ． 。． 
キュウリ ~Htウイルス 唱E． ． 
サ トイモモザイタウイルス

ニンニクilf-泊；ウイルス

ニンニクモ4ドイクウイルス

レタスモifイアウイルス

ネギ~紛ウイルス

ジャガイモAウイ ルス ． 
ジヘ・プfイモ!JI.政fモザイクウイルス ． 
ジTガイモi長巻ウイルス ． ． 
ジャガイモi¥Iウノルス ． 
ジャガイモSウイルス ． 
ジャガイモXウイルス ． ． 
ジTプfイモYウイルλ ． ． ． 
イチゴクリンクルウイルス

イチゴマイルドイエロ－_r_ I シウイルス

イチゴモ y ト ｝~ ウイルス

イチゴベインパンデイングウイル λ
I 

デノfコモ if イアウイ I~ ス ． ． 
カプモザイ？ウイルλ ． ． 
カボチヘ・モザイ 7ウイルス ． ． ． 
ズッキーニ前政fモザイク ウイ ｝~ λ ． ． ． 

※ 事 I；！：フI'り，lーで被＂＇：ーの大 きいウイ ルλ、 I）本県での発生は未確認

・主な引用並びに参考文献 （町1イ；1”I)
悦JJ;U1政官 .fJii0-1蹴 . i.11川！｜持J~制 「 fi＇物州；I[.!J ~ハンドブックJ 』Ht':;;: (1986) 

小宅f,)itJE 内 r~f~のウイルス J d文’：；qrr:101:(1973) 

J;! 間平制「11°物hif.lf，，けし乍：l11IJ!:JH教ft協会 (1988)

ii! 問可p：編「 ffrl.~i r.f ~の糾·， 11 !1i .. ~l~iと削除ー」 全I111段付教ff協会 (1982)

木村総＼l:i修「野菜糾ソ？の．診断技術」ヲキイ Hii'i'i(1981) 

キカ プカ
T リ ロ
ベフ ツ

ツラ コプ
ワ

． ． ． ． 
． ． ． ． 

． ． ． ． 

奥良 il'l・i'Hi長康夫・土rJ；・5喜一.JI' iニ，＇J.',!Jl・r.is丸敬 ・Jt編「航物ウイルλ，，，典J朝合；！？店（1983)

レホ

タ ウ
レ

ス ン
ソ
’？ 

． ． ． 
． ． 

． 

． ． 

、、ー、 平ニ ー，p’ イミ サ

．／ ノー チ ンヨ ト
ゲウ イ

ノfギラ クゴ ンカ’モ

． 
． ． 

． 
． ． ． 

． ． ． 
． ． 

． ． ． ． ． ． 
． 
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